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毎秒5m以上の
風が吹くと、砂
が移動しはじ
めます。

降雨の後、毎秒12
ｍ以上の強風が吹
くと形成される特異
な地形、砂柱。

何に見える？く
じら？かめ？実
際に見て考えて
みて下さい！

雪をかぶると

鳥取砂丘は風によって運ばれた砂が堆積してできました。これだけの砂を運んだ風とはどのような風？砂丘をつくった冬の風を体感するには今！

実は、この風紋はオ
アシスの水の中！
こんな場所でも風紋
を楽しめます。

馬の背頂上を走る砂。強風
によって移動する砂がでこぼ
この地形をつくりだします。

雨が降った翌日、強
風で乾いた砂が流さ
れ、このようなゼブラ
模様ができます。

砂が強風によって移
動し、大規模なスリ
バチ状の窪んだ地
形ができます。32度
の急斜面、深さは
20mです。

強風で砂が舞
い上がっていま
す。

気象台で強風と呼ばれて
いる毎秒10mを超える風
が吹くと、砂が激しく動き
ます。

馬の背登り口。観光客
の方は強風に飛ばさ
れないように必死！！
毎秒20mもの強風が吹
くと、景色がかすみ目
も開けられないほど。

馬の背斜面では、飛
ばされた砂がまるで
煙のように空に昇っ
ています。

風にとって砂丘はキャンバス。風によって砂が移動したり、剥ぎ取られたり、そして堆積したりして、アートがつくられます。

馬の背頂上では強
風により砂が飛ばさ
れ形が変ることも。

■風の強弱によって砂粒の大きいもの、
大小入り混じったものが交互に堆積し、雨
水で小さい砂粒を含む部分が硬く固まり
ます。こうして複数の層が形成され、その
後の強風（１０m/s以上）により砂が少しづ
つ剥がれて写真の様な状態になります。

■乾いた所の砂が、皮を１枚1枚剥ぎ取るよう
にめくられて飛んで行きバークーヘンの切れ端
のような跡が残っています。

■雨が降った翌日、日本海からの強風で
乾いた砂が流されてできた風景。まるで、
しまうまのような模様なので、砂丘事務所
ではゼブラ模様と呼んでいます。強風時
には目の前で模様が変化していきます。

強風によって造りだされた、様々な砂のアートに出会えます☆

馬の背までは往
復約25分です。


